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Zieh doch I と言って怒鳴られる、結紫綜の切り様が遅いと品川lrn<・i品《lochゆとりCえ
る様に叱られる。








Aber Sie miissen sich zusammennehmen （シツカリヤレヨ）と大撃で注意が出る。此の
昇進助手もぶまをすると委細かまわ十叩カ通れる。
看護賄の機悼の出し様が二度漬けて教授の意向の吋度をと過った。「気合が乗って属らぬな

















































華院 録 7:1fl 
自分は意の中で『気のきかぬ婦長だなる 「今朝交換の時に御っけになりましたが」と言っ
て呉れればよいのに』と思った儲無論一言も言ひ誇を述べむ。此時自分は勿論寸事の不満
も無く腹も立たす、悲観もせや心中に何等の動揺をも感じなかった。従てるとで・婦長に小言
を述べるでも無し同僚に告げるでも無し家i亡蹄って細君に怒り散らすでもなかった。
共後間もなく先生は自分を信用されて．自分は賢に親身の指導を受けた。廻秒後廊下を
蹄る時に患者の事で御零ねする震に後から「先生！Jと呼びかけると、先生は自分を顧みて
『何んじゃい』と臨へられる様になった。此の最初の『何んじゃい』を聞いた時には涙が出る
程嬉しかった。
開堂に於ける大姉樺と同じ様な旬士-t:;・の仕方が必十しも可なりと言へぬかも知れぬが．
その助手速がいつも平静tな態度でそれを受け入れて居る有様は到底近頃の日本では見られ
ぬものであろふ。「trたれても親の杖、なつかしければ去りやら守、」の境海が此等の助手に
よりて民正に賓現されて居るのは感服せやには居られぬ。（完）
